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　愛南町役場本庁舎（新庁舎）は、平成28年₃月に建
設工事が竣工し、同年₅月に業務を開始しました。本
館棟と書庫倉庫棟、保管庫棟から成り、庁舎内部は天
井や壁等に地域産材を積極的に用いて暖かみのある構
造としています。
　また、旧庁舎では複数の施設に分散していた行政機
能を１カ所に集約し、低層階に町民が利用する機会の
多い窓口を集中して配置するほか、本館１階には愛媛
県愛南庁舎が入り、合同庁舎による各種手続きのワン
ストップサービス化を実現しています。
　南海トラフ巨大地震で想定される震度₆強の揺れに
耐えられる耐震構造を持たせ、町民の生命と財産を守
る防災拠点としての役割を担っています。

 【建物概要】
・建物構造　本館棟：鉄筋コンクリート造・
　　　　　　　　　　地上₄階
　　　　　　書庫倉庫棟：鉄筋造・地上₂階
　　　　　　保管庫棟：鉄筋造・地上１階
・敷地面積　11,314.99㎡
・建築面積　3,351.16㎡
・延床面積　7,505.25㎡
　　　　　　本館棟：6,608.63㎡
　　　　　　書庫倉庫棟・保管庫棟：896.62㎡
・駐 車 場　212台（うち優先駐車場₄台、電気自
　　　　　　動車充電用１台）

愛南町﹁愛南町庁舎﹂

愛南町庁舎

議　場
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令
和
２
年
度 

事
業
計
画・予
算
を
決
定

県
市
町
振
興
協
会
　
理
事
会
・
評
議
員
会
　

【
第
2
回
定
例
理
事
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
稲
本
隆
壽
内
子
町
長
）
は
、
令

和
元
年
度
第
2
回
理
事
会
を
3
月
10
日
㈫

午
後
1
時
30
分
か
ら「
え
ひ
め
共
済
会
館
」

に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
稲
本
隆
壽
・
石
川
勝

久
（
新
居
浜
市
長
）・
清
水
宣
郎
（
松
山
市

議
会
議
長
）・
松
浦
一
悦
（
松
山
大
学
教

授
）
渡
部
明
忠
（
愛
媛
県
町
村
会
事
務
局

長
）
の
各
理
事
及
び
平
岡
陽
一
（
愛
媛
県

市
長
会
事
務
局
長
）・
酒
井
啓
司
（
税
理

士
）
の
各
監
事
、
田
窪
出
納
役
等
。

　

稲
本
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

定
款
の
定
め
に
よ
り
稲
本
理
事
長
が
議
長

と
な
り
、
渡
部
常
務
理
事
か
ら
、
各
議
案

に
つ
い
て
説
明
及
び
報
告
が
行
わ
れ
、
い

ず
れ
も
議
決
及
び
了
承
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

◆
議
　
事

第
₁
号
議
案

　

令
和
元
年
度
資
金
調
達
見
込
み（
補
正
）

に
つ
い
て

第
₂
号
議
案

　

令
和
2
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
₃
号
議
案

　

令
和
2
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

第
₃
号
議
案

　

令
和
元
年
度
第
4
回
臨
時
評
議
員
会
の

開
催
に
つ
い
て

◆
報
　
告

第
1
号
報
告

　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て　

【
第
4
回
臨
時
評
議
員
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
稲
本
隆
壽
内
子
町
長
）は
、3
月

10
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
決
議
事
項
に

つ
い
て
、
3
月
23
日
に
令
和
元
年
度
第
4

回
臨
時
評
議
員
会（
書
面
決
議
）を
行
っ
た
。

理　　事　　会

「出展：首相官邸ＨＰより」
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令和２年度事業のあらまし
～ 市町村振興宝くじの収益金等を活用し、愛媛県内20市町の振興に寄与 ～

公益財団法人愛媛県市町振興協会
　当協会は、市町財政の厳しい環境に配慮し、的確な財政運営を実施していくとともに、市町の公共施設整備事
業等への資金融資、市町振興事業に対する助成及び人材育成のための研修等、次に掲げる事業を行います。なお、
市町村振興宝くじ販売促進事業については、関係団体の協力を得ながら行います。

事業名 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

資
金
貸
付
事
業

⑴　長期貸付事業
　貸付予定枠　　25億円（愛媛県協会：20億円、全国協会：₅億円）
　貸付対象事業　　愛媛県知事と協議し同意又は許可を受け、あるいは届出をしている一般会計債の事業とする。
　貸 付 条 件　　償還期間および利率

　　　　　　　　　償還方法　　半年賦元金均等償還
　　　　　　　　　償 還 日　　₉月17日及び₃月17日
　　　　　　　　　貸 付 日　　令和₂年₅月22日、令和₃年₃月24日
⑵　短期貸付事業
　貸付対象事業　　当該年度内に行う必要がある緊急的な公共事業や災害防止対策事業
　貸 付 条 件　　貸付利率　　本協会基金等貸付細則附則第₂条の規定の特例として、財政融資資金の貸付金利を基準とし、理
　　　　　　　　　　　　　　　事長が定める貸付利率とする。ただし、当分の間、貸付利率は、年0.1％以上とする。
　　　　　　　　　償還方法　　一括償還証書貸付
　　　　　　　　　貸付期間　　単年度貸付（年度内償還）

交
付
金
の
交
付

事
業
　
　
　
　

⑴　市町交付金
　　令和₂年度新市町村振興宝くじ（ハロウィンジャンボ宝くじ）収益金を愛媛県が協会に交付する愛媛県交付金を財源として市
町へ交付する。

⑵　基金交付金
　　サマージャンボ宝くじ収益金をもって愛媛県が協会に交付する愛媛県交付金を積み立てる基金積立金を財源として市町へ交付する。

　交付金の対象事業は、地方財政法第32条に規定する事業で、交付を受けた市町は、市町が必要とする当該事業に充当する。

市
町
振
興

助
成
事
業

⑴　市町の振興に伴うイベント等助成事業
⑵　情報セキュリティ監査助成事業
⑶　メンタルヘルス対策事業助成金
⑷　災害支援金

市
町
職
員
等

研
修
事
業
　

⑴　愛媛県研修所での研修事業
⑵　市町職員研修事業
⑶　市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）及び全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー）の受講に係る助成
⑷　関係団体研修事業等に係る助成

情
報
提
供

事
業
　
　

⑴　愛媛県市町要覧の発行
⑵　市町振興のための資料配付　「地方財政要覧」等
⑶　地域づくり情報誌発行事業　「舞たうん」、「えひめイベントＢＯＸ」

そ
の
他

⑴　市町関係団体等への助成（愛媛県市長会・愛媛県町村会を経由）
　①　一般財団法人地域活性化センター年会費
　②　日本貿易振興機構（ジェトロ）愛媛貿易センター運営負担金
　③　松山空港利用促進協議会負担金
　④　自転車新文化推進協会負担金
⑵　愛媛大学の地域医療学講座への寄附
⑶　愛媛県自治会館新会館建設への寄附

◎ 令和２年度市町村振興宝くじ発売概要
サマージャンボ宝くじ ハロウィンジャンボ宝くじ

発 売 期 間 ７月14日㈫～８月14日㈮ ９月23日㈬～10月20日㈫

発 売 計 画 額 870億円（前年度 840億円） 480億円（前年度 360億円）

償還期間 据置期間 最近の貸付利率
R1.5 H31.3 H30.5

₅　年 ₁　年 0.01% 0.01% 0.01%
10　年 ₂　年 0.01% 0.01% 0.01%
12　年 ₂　年 0.02% 0.01% 0.01%
15　年 ₃　年 0.06% 0.04% 0.10%

本協会基金等貸付細則附則第₂条の規定の特例として、財政融資資金の貸付金利を基準とし、
理事長が定める貸付利率とする。ただし、当分の間、貸付利率は、年0.1%以上とする。
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会
長
に
清
水
愛
南
町
長

副
会
長
に
坂
本
松
野
町
長

 

を
選
出

�

　
県
水
道
協
会

会
長
に
宮
脇
上
島
町
長

副
会
長
に
兵
頭
鬼
北
町
長

 

を
選
出

�

　
清
掃
事
業
協
会

支
部
長
に
河
野
久
万
高
原
町
長

副
支
部
長
に
玉
井
西
条
市
長

 

を
選
出

�

　
山
村
振
興
連
盟
県
支
部

支
部
長
に
清
水
愛
南
町
長

副
支
部
長
に
岡
本
松
前
町
長

 

を
選
出

�

　
全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
県
支
部

　

愛
媛
県
水
道
協
会
（
8
町
10
市
と
2
一

部
事
務
組
合
で
構
成
）
は
、「
令
和
元
年
度

水
道
事
業
推
進
等
研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
防
止
の
た
め
会

場
で
の
開
催
を
中
止
し
、
特
例
で
書
面
審

議
に
よ
り
開
催
し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
2
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
2
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
2
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い

て

　

⑸　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
会　

長　

清
水
愛
南
町
長（
留
任
）

　
　

・
副
会
長　

坂
本
松
野
町
長（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
2
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
4
年
6
月
8
日
。

　

県
清
掃
事
業
協
会
（
20
市
町
と
6
一
部

事
務
組
合
で
構
成
）
は
、「
令
和
元
年
度
清

掃
事
業
推
進
等
研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
防
止
の
た
め
会
場

で
の
開
催
を
中
止
し
、
特
例
で
書
面
審
議

に
よ
り
開
催
し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　

令
和
元
年
度
生
活
環
境
改
善
事
業
功
労

者
会
長
表
彰

　
　

本
年
度
は
次
の
3
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
　
　

久
万
高
原
町　

中
田　

孝
治　

氏

　
　
　

久
万
高
原
町　

日
野　

寿
明　

氏

　
　
　

松
山
市　
　
　

忽
那　

一
孝　

氏

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
2
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
2
年
度
本
会
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
2
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
会　

長　

宮
脇
上
島
町
長（
留
任
）

　
　

・
副
会
長　

兵
頭
鬼
北
町
長（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
2
年
3
月
28
日
か

ら
令
和
4
年
3
月
27
日
。

　

山
村
振
興
連
盟
県
支
部
（
6
町
8
市
で

構
成
）
は
、「
令
和
元
年
度
山
村
振
興
事
業

推
進
等
研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
蔓
延
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開

催
を
中
止
し
、
特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り

開
催
し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
2
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
2
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
2
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
支 

部 

長　

河
野
久
万
高
原
町
長

	

（
留
任
）

　
　

・
副
支
部
長　

玉
井
西
条
市
長

	

（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
2
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
4
年
6
月
8
日
。

　

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
愛
媛
県

支
部
（
4
町
2
市
で
構
成
）
は
、「
令
和
元

年
度
水
産
業
振
興
対
策
事
業
推
進
等
研
究

会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓

延
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開
催
を
中
止
し
、

特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り
開
催
し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
2
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
2
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
2
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
支 

部 

長　

清
水
愛
南
町
長

	

（
留
任
）

　
　

・
副
支
部
長　

岡
本
松
前
町
長

	

（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
2
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
4
年
6
月
8
日
。



　（5）　令和₂年₃月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 132 号　

支
部
長
に
佐
川
砥
部
町
長

副
支
部
長
に
岡
本
松
前
町
長

 

を
選
出

�

　
町
村
下
水
道
協
議
会
県
支
部

会
長
に
河
野
久
万
高
原
町
長

副
会
長
に
清
水
愛
南
町
長

 

を
選
出

�

ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
協
議
会

定
期
総
会
を
開
催

�

　
県
市
町
各
種
事
業
総
合
協
議
会

定
期
総
会
を
開
催

�

　
愛
媛
県
人
権
協
会

　

全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会
愛
媛
県

支
部
（
7
町
で
構
成
）
は
、「
令
和
元
年
度

全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会
愛
媛
県
支

部
研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
蔓
延
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開
催
を

中
止
し
、
特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り
開
催

し
た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
2
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
2
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い

て

　

⑷　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
支 

部 

長　

佐
川
砥
部
町
長

	

（
留
任
）

　
　

・
副
支
部
長　

岡
本
松
前
町
長

	

（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
2
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
4
年
6
月
8
日
。

　

愛
媛
県
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
協

議
会
（
3
町
9
市
で
構
成
）
は
、「
令
和
元

年
度
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
推
進
等

研
究
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
蔓
延
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開
催
を
中

止
し
、
特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り
開
催
し

た
。

　

書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
報　

告
】

　

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

次
の
と
お
り
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

⑴　

平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
2
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑶　

令
和
2
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
2
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
会　

長　

河
野
久
万
高
原
町
長

	

（
留
任
）

　
　

・
副
会
長　

清
水
愛
南
町
長（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
2
年
4
月
5
日
か

ら
令
和
4
年
4
月
4
日
。

　

前
記
6
団
体
で
組
織
す
る
愛
媛
県
市
町

各
種
事
業
総
合
協
議
会
は
、
各
団
体
の
決

算
や
事
業
計
画
・
予
算
が
決
定
し
た
こ
と

か
ら
、「
令
和
元
年
度
定
期
総
会
」
を
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
防
止
の
た

め
会
場
で
の
開
催
を
中
止
し
、
特
例
で
書

面
審
議
に
よ
り
開
催
し
た
。
い
ず
れ
も
承

認
及
び
決
定
し
た
。

　

な
お
、
書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

【
議　

事
】

　

認
定
第
1
号

　
　

平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

議
案
第
1
号

　
　

令
和
2
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方
法

に
つ
い
て

　

議
案
第
2
号

　
　

令
和
2
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

選
任
第
1
号

　
　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に
つ

い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

・
会　

長　

稲
本
内
子
町
長（
留
任
）

　
　

・
監　

事　

坂
本
松
野
町
長（
留
任
）

　
　

・
監　

事　

兵
頭
鬼
北
町
長（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
2
年
6
月
9
日
か

ら
令
和
4
年
6
月
8
日
ま
で
。

　

愛
媛
県
人
権
協
会
は
、「
令
和
元
年
度
定

期
総
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
蔓
延
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開
催
を
中

止
し
、
特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り
開
催
し

た
。
い
ず
れ
も
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

な
お
、
書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

【
報　

告
】

　

・
会
務
報
告

【
議　

事
】

　

認
定
第
1
号

　
　

平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

議
案
第
1
号

　
　

令
和
2
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

議
案
第
2
号

　
　

令
和
2
年
度
予
算
に
つ
い
て



　令和₂年₃月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 132 号　（6）　

「堀切大橋」伊方町

鬼北町 愛南町

松野町

各
町
の
名
所
・
特
産
品
・
旧
跡
・
偉
人
！

　
こ
れ
ま
で
に
発
行
し
て
い
る
会
報
の
表
紙
で
す
。

　
9
町
を
一
回
り
し
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
一
覧
に
し
て
み
ま
し
た
。

　
愛
媛
県
内
の
町
に
は
魅
力
あ
る
名
所
・
特
産
品
・
旧
跡
・
偉
人
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

「偉人　武左衛門」 「篠山（ささやま）」

「手もみ茶」



　（7）　令和₂年₃月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 132 号　

「上黒岩岩陰遺跡」

「神
かん

南
なん

山
ざん

のパラグライダー
  フライトエリアから見た雲海」

砥
部
町

久万高原町

内子町

上島町

松前町

「
偉
人
　
井
上
正
夫
」

「ゆめしま海道とサイクリング」

「偉人　義農作兵衛」



　令和₂年₃月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 132 号　（8）　

３
月
の
会
と
催
し

▽
10
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
元
年
度
第
2
回
理
事
会

▽
16
日
＝
令
和
元
年
度
第
3
回
愛
媛
県
障

が
い
者
施
設
推
進
協
議
会
、
愛
媛
県
自

治
会
館
共
同
管
理
組
合
打
合
会

▽
24
日
＝
愛
媛
県
自
治
会
館
解
体
工
事
監

理
定
例
会

▽
25
日
＝（
一
財
）愛
媛
県
廃
棄
物
処
理
セ

ン
タ
ー
第
5
回
理
事
会
、
し
ま
な
み
海

道
魅
力
向
上
事
業
委
託
業
者
選
定
に
係

る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査

▽
27
日
＝
愛
媛
県
信
用
保
証
協
会
₂
₀
₁

　

₉
年
度
第
3
回
理
事
会

　　
　

普
通
の
旅
人
を

　

日
本
列
島
に
花
見
の
季
節
が
や
っ
て
来

た
。
春
彼
岸
が
過
ぎ
、
近
年
に
な
く
早
め

開
花
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
そ
の
淡
紅
色

を
各
地
で
披
露
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
、
通
年
の
シ
ー
ズ
ン
の
よ
う
な

雰
囲
気
に
は
な
い
が
、
桜
花
は
人
の
心
を

暖
か
く
何
と
な
く
浮
き
浮
き
さ
せ
て
く
れ

る
。

　

そ
れ
に
つ
け
て
も
3
月
12
日
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
、

遂
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
感
染
症
の
世
界
的

流
行
）
を
表
明
。
観
光
地
イ
タ
リ
ア
北
部

の
ミ
ラ
ノ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
地
域
は
一
挙

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
。
有
名

観
光
地
が
た
め
の
宿
命
か
、
外
人
観
光
客

が
そ
の
忌
ま
わ
し
い
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込

ん
だ
た
め
、
水
際
対
応
に
隙
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？
。
瞬
く
間
に
ス
ペ
イ
ン
、
フ

ラ
ン
ス
な
ど
欧
州
全
土
に
そ
の
感
染
脅
威

を
拡
大
し
て
し
ま
っ
た
。
米
国
は
渡
航
禁

止
を
出
し
、
今
や
南
極
大
陸
以
外
全
て
の

地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振

る
い
、
治
療
薬
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た

め
人
々
を
恐
怖
に
陥
れ
て
い
る
。
1
か
月

前
の
横
浜
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
対
応
批
判
ど

こ
ろ
で
は
な
い
世
界
地
図
に
…
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
わ

が
国
の
観
光
産
業
に
つ
い
て
も
教
訓
を
提

起
し
た
。
海
外
か
ら
の
一
度
に
客
の
90
％

減
は
、
業
種
に
よ
っ
て
死
活
問
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
国
内
の
観
光
客
の
減
少
に
も
繋

が
っ
た
。
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
つ
い
て

は
、
各
般
に
わ
た
り
早
め
の
確
か
な
情
報

と
そ
れ
に
対
抗
し
た
断
固
と
し
た
水
際
作

戦
の
あ
り
方
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

わ
が
国
は
10
年
後
に
観
光
立
国
と
し
て

海
外
か
ら
年
間
6
千
万
人
を
想
定
し
て
い

る
。今
回
を
機
会
に
、特
に
一
方
角
の
偏
っ

た
観
光
来
客
の
み
に
捉
わ
れ
て
は
な
ら
な

い
。
広
く
多
方
面
の
国
・
地
方
か
ら
の
来

国
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
そ
の
努
力
が
必

要
で
あ
る
。来
国
人
数
増
に
拘
っ
た
り
、観

光
収
入
額
の
み
に
拘
っ
て
は
な
ら
な
い
、

そ
の
し
っ
ぺ
返
し
は
大
き
い
。
さ
ら
に
こ

の
際
、
自
然
を
守
り
、
観
光
地
周
辺
地
域

住
民
の
日
常
生
活
を
脅
か
さ
な
い
、
行
っ

て
は
な
ら
な
い
事
、
違
反
者
へ
の
厳
罰
も

行
使
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
過
剰
な
遠
慮
は

不
要
、
何
処
か
で
行
き
違
い
や
支
障
が
発

生
し
な
い
た
め
に
も
。

　

今
の
季
節
な
ら
ば
美
し
い
桜
花
を
共
に

愛
で
る
人
。
自
然
や
温
泉
、
日
本
料
理
に

舌
づ
つ
み
共
に
喜
び
と
す
る
普
通
の
旅
人

が
、
大
勢
に
な
る
事
を
望
み
た
い
。

　

さ
て
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
身
体
へ
の
不
安
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
経
済
界
に
大
き
な
暗
雲
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
か
つ
て
な
い
極
め
て
先
行
き

不
安
定
な
経
済
動
向
は
、
世
界
同
時
不
況

か
ら
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
世
界
恐
慌
」
さ

え
ち
ら
つ
い
て
お
り
、
今
後
の
巻
き
返
し

は
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
諸
氏
の
手
腕
と

人
々
の
一
体
化
に
か
か
っ
て
い
る
…
。

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
全
て
の
人
間
の
知
識
の
う
ち
で
最
も
有

用
で
あ
り
な
が
ら
、
最
も
進
ん
で
い
な

い
も
の
は
、
人
間
に
関
す
る
そ
れ
で
有

る
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
」

　
（
ル
ソ
ー　

フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
思
想
家
）

一

筆

会
長
に
安
永
紀
雄
氏（
松
前
町
）

副
会
長
に
榎
本
孝
幸
氏（
松
野
町
）

 

を
選
出

�

　
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

　

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
は
、「
第
20
回

定
期
総
会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
蔓
延
防
止
の
た
め
会
場
で
の
開
催
を

中
止
し
、
特
例
で
書
面
審
議
に
よ
り
開
催

し
た
。
い
ず
れ
も
承
認
及
び
決
定
し
た
。

　

な
お
、
書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

【
議　

事
】

　

認
定
第
1
号

　
　

平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

議
案
第
1
号

　
　

令
和
2
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

議
案
第
2
号

　
　

令
和
2
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

議
案
第
3
号

　
　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い

て

　
　

・
会　

長　

安
永　

紀
雄
（
留
任
）

　
　

・
副
会
長　

榎
本　

孝
幸
（
留
任
）

　
　

・
監　

事　

森
本　

英
隆
（
留
任
）

　
　

・
監　

事　

西
村　

信
男
（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
2
年
4
月
1
日
か

ら
令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で
。


